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　県外は、兵庫県、�

　大阪府、埼玉県な�

どさまざま。�

遠くからお越しいた�

　だき、ありがとう�

　ございます。�

　その他は、陶�

　芸や海外作品、パ�

ステル画、茶道具、�

古美術など。�

　皆さんのご意見を�

　お聞かせくだ�

　　さい。�

　　駐車場も用意し�

　ていますのでご利用�

ください。皆さん気を付�

　けて来てくださいネ。�

２
回
、
３
回
と
何
度
も�

お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
な�

催
し
を
企
画
し
た
い
な
ぁ
…
。�

133 お住まいは？�

55 何回来られましたか？�

77 今後、どのような�
展示をご希望ですか？�

44 勝央美術文学館を�
何で知りましたか？�

66 勝央美術文学館への交通手段は？�

勝央町�
366人�

初めて�
719人�

自家用車�
871人�

洋画�
391人�

日本画�
351人�

写真�
265人�書�

254人�

新聞�
176人�

広報紙�
239人�

友だち�
189人�

学校�
253人�

津山市�
248人�

その他�
（県内）�
335人�

2

その他�
（県外）�
　　43人�

パンフレット�
　　　　79人�

２回目�
　129人�

３回目�
　　80人�

現代美術�
　171人�

デザイン�
　162人�

版画�
　186人�

彫刻�
　149人�

工芸�
　153人�

その他�
　74人�

バス�
　　6人�

その他�
　　15人�

徒歩�
　115人�

４回以上�
　　85人�

ハガキ�
　14人�

その他�
　80人�

広報紙と学校からの案内が�

多いヨ。その他には、ラジオ�

やテレビ、会社で聞いたと�

いう人もいますヨ。�
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珍しい美術文学館
美術館と文学館は、別々に建設、運

営されている所が多く、両方を兼ね備

えた美術文学館というのは珍しいそうで

す。勝央町には、町出身の文学者や画家がた

くさんいらっしゃるから実現できたのです。

お宝満載の勝央美術文学館にぜひ

お越しください。

「郷土の美術・文学展」
（１０／９～１１／７開催）

展示作品一例
勝央美術文学館開館記念特別展と

して、「郷土の美術・文学展」を開
催します。【Ｐ１３参照】
勝央町出身の文学者や画家の作品

をじっくりとご鑑賞ください。
この企画展で展示する作品の一例

をご紹介します。

彼の絵には、色彩の微妙なシンフォニー的美し
さが滲み出ています。

フランスの自然を温かい目で眺め、豊かな感性
で表現しています。

要約された建物の表現、点在する点景人物の１
人ひとりに、金一郎独自の味わいを加え、お互い
が響き合うような巧妙な構成と異国的な趣をも感
じさせます。

福島金一郎（1897年～1994年）
【公園の人々】（112.4×145.5㎝）

今年は勝央町制施行５０周年

彼の絵は、人格を表すように謙虚で誠実な中に
も力強さを感じさせます。

作品１点１点は、深いいぶきの中に彼の充実し
た生命が内部から湧き出てくるような美しさがあ
り、自然を描写するに止まらず、単純化したり、
時には抽象化したりと、作品の中に彼自身の心象
を溶け込ませています。

赤堀佐兵（1904年～1961年）
【獅子と鷹と】（130.5×162.2㎝）

彼女の絵は、生真面目な写生風の作品から、次
第に森林、樹木、鳥、野の花などを題材にした
「写実的幻想主義」的な画風になってきました。

不思議な情景を組み立て、繊細かつ大胆な構成、
無機的な質感、白を基調にした冷ややかな色彩、
そして硬質な情感で叙情的、幻想的に表現してい
るのが特色です。

水野恭子（1921年～）
【野の肖像】（145.5×145.5㎝）

男性にも�

もっと来て�

　ほしいなぁ…。�

　　３０代～５０代の人が多いヨ。�

若い人たちが楽しめる企画も�

たくさんあるヨ。�

オープン翌月の１１月と�

１月、２月、夏休み中�

の７月が多いなぁ…。�

企画展の影響かなぁ…？�

入館者数集計（平成１５年１０月～平成１６年８月）�

11 性別は？�

男性�
298人�

女性�
727人�

3

5

7

4

6

22 年齢は？� 10代未満　6人�

70代以上�
　　　73人�

10代�
　73人�

20代�
　66人�30代�

296人�

40代�
218人�

50代�
203人�

60代�
180人�

仮オープンから１年�

勝央美術文学館で満喫しよう！�
芸
術
の
秋
で
す
ね
。�

勝
央
町
に
は
、図
書
館
や
美
術
文
学
館
が
あ
り
、�

気
軽
に
文
学
や
芸
術
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

身
近
な
施
設
を
利
用
し
て
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。�

勝
央
美
術
文
学
館
は
、平
成
１５
年
１０
月
１７
日
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
、�

１
年
が
経
ち
ま
す
。今
月
は
、仮
オ
ー
プ
ン
か
ら
今
年
８
月
ま
で
の�

入
館
者
数
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。�

１０�

１１�

１２�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

合計�

開館日数�

１３�

２２�

１７�

２０�

１９�

２３�

２１�

２１�

２２�

２２�

２２�

２２２�

一　　般�

５４１（４３０）�

１，６０５（１，５７２）�

４８６（４８６）�

１，０３９（１，０３９）�

９５５（９５５）�

５５０（５４１）�

３５６（３１５）�

２３２（２０８）�

４１７（３３７）�

５８１（５２６）�

４０１（３６８）�

７，１６３（６，７７７）�

シルバー�

�

�

�

�

�

�

６�

２３�

９５�

５０�

３９�

２１３�

大学・高校生�

２（０）�

９（８）�

７（７）�

１５（１５）�

３７（３７）�

９（９）�

５（５）�

３（２）�

８（８）�

１４（１３）�

２５（２３）�

１３４（１２７）�

小・中学生�

７６（７０）�

１２４（１２２）�

１７４（１７４）�

５２９（５２９）�

２５０（２５０）�

７５（７５）�

５９（５６）�

７２（７１）�

７７（５３）�

２５４（１１３）�

２１７（１３８）�

１，９０７（１，６５１）�

団　体�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

３０�

１１２�

３８�

１８０�

合　　計�

６１９（５００）�

１，７３８（１，７０２）�

６６７（６６７）�

１，５８３（１，５８３）�

１，２４２（１，２４２）�

６３４（６２５）�

４２６（３７６）�

３３０（２８１）�

６２７（３９８）�

１，０１１（６５２）�

７２０（５２９）�

９，５９７（８，５５５）�

月�

・（　）内は無料スペース入館者数で内数。�
・シルバーは６５歳以上の人で、有料�
　スペースも無料で入館できます。�
・１２月～２月までは全館無料でした。�
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勝央美術文学館
〒７０９－４３１６

勝田郡勝央町勝間田２０７－４
�３８－０２７０
�３８－０２６０



東　方�

99歳�

97歳�

美　野�

畑　屋�

丸尾　清子�

野上　ずこ�

大関�

関脇�

99歳�

98歳�

小矢田�

植月東�

下山　貞子�

板倉千代子�

岡本まさよ�

　山あや　�

大谷　武夫�

白飯　貞子�

丸山　安子�

野口　一雄�

酒本　恒子�

山本　熊市�

古山萬壽江�

山本まつ代�

景山　好子�

興梠　華子�

小林　敏枝�

岡田　初代�

福島キヨノ�

福田　　翠�

松尾阿久利�

福原登美子�

安東　イト�

大谷　四郎�

赤堀　妻江�

森　　澄子�

東内　君代�

竹内とし�

有岡　定子�

中田千壽子�

浅田三千子�

植月　敦子�

浅田　　明�

樋上キクヱ�

東　　その�

安東智惠子�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

�

勝間田�

植月中�

下町川�

植月東�

為　本�

�

神尾　　實�

植月やゑ子�

竹内富美子�

安井　美好�

小林　大毅�

�

�

�

�

�

�

�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

石　生�

豊久田�

美　野�

植月北�

黒　坂�

石　生�

水杉　靜代�

瀧上　　守�

丸尾　露子�

鳥家　大助�

岡田　　鉦�

鳥觜　朝乃�

小林　はゑ�

豊久田�

黒　土�

福　吉�

美　野�

美　野�

為　本�

植月北�

福　吉�

勝間田�

福　吉�

小矢田�

河　原�

勝間田�

石　生�

　平�

美　野�

美　野�

勝間田�

東吉田�

黒　坂�

黒　土�

　岡�

植月北�

黒　坂�

豊久田�

黒　土�

小矢田�

　平�

小矢田�

　岡�

植月東�

為　本�

美　野�

103歳�

97歳�

97歳�

96歳�

96歳�

96歳�

95歳�

95歳�

95歳�

95歳�

95歳�

94歳�

94歳�

94歳�

94歳�

94歳�

94歳�

94歳�

93歳�

93歳�

93歳�

93歳�

93歳�

93歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

�

横綱�

小結�

前頭�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

西　方�
佐　　富夫�

山本須美子�

　田　初榮�

小林はるゑ�

山本　與作�

青井　秋榮�

安東たけよ�

山田やすの�

長　　保一�

加藤つる子�

福田きぬゑ�

繁田　花子�

里見江美子�

則保　初榮�

佐　　　釀�

植月　五郎�

太田　凖次�

山本まつ江�

角南たづ子�

山本とし子�

青井　安子�

日笠　武四�

山下　　よ�

酒本　信義�

豊田　榮子�

山下　花子�

有吉　　三�

下山　三男�

　幡　茂野�

福島　毅一�

竹久　松江�

岡本　冷子�

山本すみ子�

平成１６年９月２０日現在　�

豊久田�

豊久田�

曽　井�

曽　井�

為　本�

　岡�

為　本�

田　井�

豊久田�

美　野�

豊久田�

勝間田�

黒　土�

勝間田�

豊久田�

植月中�

　岡�

豊久田�

黒　土�

福　吉�

　岡�

黒　坂�

美　野�

植月北�

河　原�

勝間田�

勝間田�

　岡�

下町川�

　平�

植月東�

豊久田�

為　本�

102歳�

97歳�

96歳�

96歳�

96歳�

95歳�

95歳�

95歳�

95歳�

95歳�

94歳�

94歳�

94歳�

94歳�

94歳�

94歳�

94歳�

93歳�

93歳�

93歳�

93歳�

93歳�

93歳�

93歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

92歳�

（敬称略）�
勝央町長寿者番付�

高

栞

栞

瀬�

祠祥�

廣

眉�濱�

●最高齢は…�

岡本まさよさん　１０３歳（豊久田）�

●夫婦で高齢は…�

２人で１８８歳　　　　　　　　　�
山本與作さん（９６歳） すみ子さん（９２歳）（為　本）�

山本熊市さん（９５歳） とし子さん（９３歳）（福　吉）�

２人で１８４歳　　　　　　　　　�
浅田　明さん（９２歳） 　　　　�

 三千子さん（９２歳）（小矢田）�

最高�
ランキング�
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出
席
者
の
最
高
齢

９９
歳
の
下
山
貞
子
さ
ん
（
小
矢
田
）

平成１６年９月１日現在�

●総人口　　　１１，５７９人�

●６５歳以上人口　２，９６８人�

●高齢化率　　　　２５．６％�

（全　国　１９．０％　岡山県　２１．７％）�
平成１５年１０月１日現在�
岡山県長寿対策課数値�

勝央町�
人口データ�
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９
月
２０
日（
敬
老
の
日
）、勝
央
中
学

校
体
育
館
で
、勝
央
町
敬
老
会
が
開
催

さ
れ
、長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

勝
央
町
全
体
で
開
催
さ
れ
る
の
は

平
成
１２
年
以
来
４
年
ぶ
り
で
す
。

敬
老
会
は
町
内
に
住
む
昭
和
６
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
が
対

象
と
な
り
、
今
年
の
該
当
者
は
１，

６
３
１
人
で
、
出
席
者
は
６
１
２
人

で
し
た
。

こ
の
う
ち
出
席
者
の
最
高
齢
は
９９

歳
の
下
山
貞
子
さ
ん
（
小
矢
田
）
で

「
毎
日
の
散
歩
や
簡
単
な
運
動
、
お

風
呂
上
り
の
乾
布
摩
擦
は
欠
か
し
ま

せ
ん
」
と
健
康
の
秘
訣
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

西
田
町
長
は
「
今
、
日
本
は
世
界

１
の
長
寿
国
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
１
０
０
歳
以
上
を
目
指
し

て
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
こ
の
勝
央
町
の
さ
ら
な
る
発
展

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
沖
縄

伝
統
の
踊
り
「
エ
イ
サ
ー
」
や
、
歌
謡

舞
踏
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
の
小
林
勝
美
さ
ん（
曽
井
）

は
「
８４
歳
に
な
っ
た
今
で
も
車
を
運

転
し
て
い
ま
す
。
今
日
も
会
場
ま
で

運
転
し
て
来
ま
し
た
」
と
元
気
は
つ

ら
つ
。

ご
夫
婦
合
わ
せ
て
１
８
８
歳
と
い

う
山
本
與
作
さ
ん
、
す
み
子
さ
ん

（
為
本
）
は
、
２
人
そ
ろ
っ
て
出
席

さ
れ
、
「
お
弁
当
も
ご
ち
そ
う
で
、

お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
１６
年
９
月
２０
日
現
在

で
満
９５
歳
を
迎
え
ら
れ
た
１０
人
と
、

満
９０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
２５
人
に
敬
老

祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
来
年
も
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。

勝
央
町
敬
老
会
　
４
年
ぶ
り
に
町
全
体
で
開
催

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
　
来
年
も
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

夫
婦
最
高
齢

２
人
合
わ
せ
て
１
８
８
歳

山
本
與
作
さ
ん
、
す
み
子
さ
ん
（
為
本
）

出
席
者
を
代
表
し
て
、
出
雲
井
和
夫
さ
ん

（
河
原
）
か
ら
「
敬
老
会
を
催
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私

た
ち
も
勝
央
町
民
の
１
人
と
し
て
協
力

し
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。



夏
季
大
会
出
場
選
手

（
勝
央
町
関
係
）（
敬
称
略
）

東　　香里
（作陽高校）

（黒　土）

安田　邦子
（湯郷Belle）

（黒　土）
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９
月
１０
日
か
ら
１４
日
、
埼
玉
県
で

夏
季
大
会
が
開
催
さ
れ
、
勝
央
町
か

ら
、
ゴ
ル
フ
競
技
少
年
女
子
に
東
香

里
さ
ん
（
黒
土
）
、
サ
ッ
カ
ー
競
技

成
年
女
子
に
安
田
邦
子
さ
ん（
黒
土
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
競
技
は
狭
山
市
で
行
わ
れ

ま
し
た
。個
人
と
団
体
で
争
わ
れ
、団

体
で
は
、
岡
山
県
が
準
優
勝
し
ま
し

た
。
東
さ
ん
は
初
出
場
の
重
圧
に
も

負
け
ず
、
初
日
の
ス
コ
ア
が
７９
、
最

終
日
の
ス
コ
ア
も
７８
と
踏
ん
張
り
、

団
体
の
準
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
競
技
は
越
谷
市
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
安
田
さ
ん
は
全
試
合
に

フ
ル
出
場
し
、
１
回
戦
（
熊
本
県
）

で
は
開
始
早
々
の
安
田
さ
ん
の
得
点

で
チ
ー
ム
が
勢
い
づ
き
、
６
―
０
で

圧
勝
。準
決
勝
で
は
敗
れ
た
も
の
の
、

宮
城
県
に
２
―
０
で
勝
ち
、
３
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

２
人
の
活
躍
は
、
来
年
開
催
さ
れ

る
お
か
や
ま
国
体
へ
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
競
技
少
年
女
子
団
体
　
準
優
勝

サ
ッ
カ
ー
競
技
成
年
女
子
　
　
第
３
位

夏
季
大
会
勝
央
町
勢
活
躍
！

９
月
１７
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
勝
央
町
民
泊
共
同
調
理
地
区

指
導
委
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ

れ
、
岡
本
良
市
勝
央
町
実
行
委
員
会

副
会
長
か
ら
各
民
泊
拠
点
施
設
ご
と

に
選
出
さ
れ
た
１５
人
に
、
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

民
泊
共
同
調
理
地
区
指
導
委
員
は

現
在
、
民
泊
拠
点
施
設
ご
と
に
区
長

を
中
心
に
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
民
泊
協
力
会
の
調
理
班
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
岡
山
県
が
主
催
す
る

標
準
献
立
調
理
講
習
会
な
ど
に
参
加

し
て
、
民
泊
拠
点
施
設
で
の
調
理
の

指
導
等
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

民
泊
共
同
調
理
地
区
指
導
委
員

（
敬
称
略
）

則
本
民
子
、
山
崎
玉
枝
、
下
山
美

代
子
、
古
山
美
津
子（
以
上
、勝
間
田

地
区
）、
長
船
久
美
子
、
水
野
文
子
、

板
倉
ヤ
ヨ
イ
（
以
上
、
植
月
地
区
）
、

光
石
柱
子
、
定
森
公
子
、
佐
藤
洋
子

（
以
上
、吉
野
地
区
）、
石
川
ま
ゆ
み
、

山
本
佐
知
子（
以
上
、古
吉
野
地
区
）、

田
中
元
江
、
片
田
孝
恵（
以
上
、高
取

地
区
）、
間
庭
雅
子（
全
体
指
導
）

勝
央
町
民
泊
共
同
調
理
地
区

指
導
委
員
を
委
嘱

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体

勝
央
町
の
国
体
標
語
を
募
集
!!

○
応
募
で
き
る
人

町
内
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
内
容

勝
央
町
ら
し
い
風
土
や
文
化
、
な

ぎ
な
た
競
技
に
つ
い
て
な
ど
、
国
体

へ
の
意
気
込
み
、
国
体
気
運
を
盛
り

上
げ
る
作
品
と
し
ま
す
。

○
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
作
品
は
、
１
人
１
作
品
（
自

作
、
未
発
表
の
も
の
）
と
し
、
応
募

作
品
と
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業

（
学
生
は
学
校
名
、
学
年
）
を
記
入

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

入
選
者
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

○
応
募
締
切

１０
月
２９
日（
金
）必
着

○
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
９
―
４
３
１
６
　
勝
央
町

勝
間
田
２
０
１

勝
央
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
内
「
国
体
準
備
係
」

宛
�
３８
―
１
７
５
３

�
３８
―
３
１
２
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sya
ka

ikyo
u
iku

@
to
w
n
.sh

o
o
.o
ka

ya
m
a
.jp

参
考
例

第
５３
回
神
奈
川
ゆ
め
国
体

（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

「
鎌
倉
に
　
光
る
な
ぎ
な
た

古
都
の
風
」

第
５８
回
Ｎ
Ｅ
Ｗ
!!
わ
か
ふ
じ
国
体

（
静
岡
県
吉
田
町
）

「
な
ぎ
な
た
の

り
り
し
さ
　
強
さ吉

田
か
ら
」

サ
ッ
カ
ー
成
年
女
子

ゴ
ル
フ
少
年
女
子

来
年
、
国
体
な
ぎ
な
た
競
技
が
勝
央
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
体
の
成
功
に
向
け
て
機

運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
勝
央
町
独
自
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

勝
央
町
を
全
国
に
広
め
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
委
嘱
状
を
手
渡
す
岡
本
副
会
長
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ももっち国体だより�ももっち国体だより���おかやま国体まで�
　あと�
　　　388日�

第60回国民体育大会秋季大会なぎなた競技�
　　平成17年10月23日�～25日�　勝央中学校体育館�

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
で
は
「
と

ど
け
　
こ
の
夢
　
こ
の
歓
声
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
秋
季
国
体
で
は
３１
の
競

技
が
開
催
さ
れ
、
勝
央
町
関
係
選
手

が
出
場
す
る
競
技
は
、
な
ぎ
な
た
競

技
が
入
間
市
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

が
深
谷
市
、
剣
道
競
技
が
秩
父
市
、

ラ
グ
ビ
ー
競
技
が
熊
谷
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
中
で
も
、
入
間
市
、
深
谷

市
で
は
、
勝
央
町
と
同
様
の
「
共
同

民
泊
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
民
泊
の

愛
称
も「
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
イ
」

と
名
付
け
ら
れ
、
市
民
一
丸
と
な
り

開
催
準
備
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。勝

央
町
実
行
委
員
会
で
は
、委
員
、

各
専
門
委
員
に
よ
る
視
察
・
応
援
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
国
体
へ
向
け
て

の
取
り
組
み
、
準
備
状
況
等
に
つ
い

て
よ
い
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
」
が
終

わ
る
と
、
い
よ
い
よ
「
晴
れ
の
国
お

か
や
ま
国
体
」
の
出
番
で
す
。
開
催

ま
で
残
り
１
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

啓
発
活
動
、
開
催
準
備
等
に
、
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
な
ど
で
の
反
省
や
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
万

全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
１０
月
９
日
、
１０
日
に
開
催

す
る
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典
、

第
２３
回
金
時
祭
で
国
体
テ
ン
ト
を
出

店
し
、「
国
体
コ
ー
ナ
ー
」「
ぬ
り
え

コ
ー
ナ
ー
」
を
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ど
し
ど
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
ぎ
な
た
少
年
女
子

な
ぎ
な
た
成
年
女
子

９
月
１０
日
か
ら
１４
日
、
埼
玉
県
で
第
５９
回
国
民
体
育
大
会
（
彩
の
国
ま
ご

こ
ろ
国
体
）
夏
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
１０
月
２３
日
か
ら
２６
日
、

秋
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
国
体
出
場
の
勝
央
町
関
係
選
手
の
紹
介
、
夏
季
大
会
の
成
績
と

勝
央
町
の
国
体
標
語
募
集
、
民
泊
共
同
調
理
地
区
指
導
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

頑
張
れ
!!岡

山
県
選
手
団

〜
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
〜

秋
季
大
会
出
場
選
手

（
勝
央
町
関
係
）（
敬
称
略
）

谷元理恵子
（勝間田高校）

（美作町）

山下みどり
（勝間田高校）

（勝間田）

河本　梨沙
（勝間田高校）

（ 平　）

松田佐知子
（勝間田高校教諭）

（兵庫県）（監督）

剣
道
少
年
女
子

美浪　末依
（津山東高校）

（ 岡　）

ラ
グ
ビ
ー
少
年
男
子河本　慶彦

（津山工業高校）

（田　井）

濱岡紀久子
（岡山市）

植月　孝子
（ 平　）

石川　直美
（石　生）

山下美由貴
（畑屋）（監督）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
男
子

板倉　浩城
（岡山東商業高校）

（植月東）
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て
い
た
だ
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
５０
周
年

を
機
に
、
過
去
に
功
労
賞
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

を
お
招
き
し
、
ま
た
、
新
た
に
町
政
振
興
等
に

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
を
町
の
表
彰
条

例
・
規
定
に
基
づ
き
顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
回
は
５０
年
間
の
過
去
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
厳
し
い
行
財
政

事
情
の
中
で
町
民
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
今
後
の
勝
央
町
の
さ
ら

な
る
発
展
の
糧
と
な
る
よ
う
な
式
典
や
祭
に
な

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

勝
央
文
化
ホ
ー
ル
の
落
成
記
念
の
催
し
と
し

て
、
１２
月
１７
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
毎

週
日
曜
日
に
全
国
放
送
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と

自
慢
う
た
自
慢
」
の
番
組
収
録
を
ゲ
ス
ト
に
高

山
厳
、
坂
本
冬
美
を
迎
え
て
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
番
組
で

行
政
改
革
推
進
委
員
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正

定
数
員
２５
人
以
内
を
３５
人
以
内
に
改
め
る
も
の
。

特
定
疾
患
闘
病
者
激
励
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

支
給
対
象
を
難
病
認
定
者
に
つ
い
て
は
治
療

を
継
続
中
の
者
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
支
給

要
件
を
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
属

す
る
者
に
支
給
す
る
こ
と
に
改
め
る
も
の
。

勝
央
町
認
可
地
縁
団
体
に
関
す
る
条
例
制
定

地
縁
団
体
の
代
表
者
等
に
係
る
印
鑑
登
録
と

証
明
に
つ
い
て
必
要
事
項
を
定
め
る
も
の
。

岡
山
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
等
へ
の
加

入
脱
退
等

市
町
村
合
併
に
伴
う
加
入
、
脱
退
。

岡
山
県
市
町
村
税
整
理
組
合
の
規
約
の
変
更

市
町
村
合
併
に
伴
う
変
更
。

岡
山
県
広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
変
更
等

市
町
村
合
併
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
と
、
規
約
の
変
更
。
（
平
成
１６
年
１０
月
１

日
合
併
分
、
１１
月
１
日
合
併
分
）

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

山
田
正
明
さ
ん
（
植
月
中
）
、
春
名
武
彦
さ

ん
（
豊
久
田
）
が
任
命
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て

出
雲
井
　
修
さ
ん
（
河
原
）
が
再
任
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
放
送
で
す
の
で
勝
央
町

の
情
報
発
信
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。【
Ｐ
１０
参
照
】

一
般
会
計

３
億
１，
２
３
６
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
６１
億
５，
６
５
８
万
円
と
す
る
。
内
容
は
、

黒
大
豆
調
整
施
設
事
業
補
助
金
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
施
設
修
繕
料
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
身
障
者

用
ト
イ
レ
工
事
費
な
ど
。

国
保
特
別
会
計

２，
４
５
６
万
円
を
追
加
し
、
８
億
８，
７
４

８
万
８
千
円
と
す
る
。
内
容
は
、
被
保
険
者
療

養
給
付
費
、
被
保
険
者
高
額
療
養
費
な
ど
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

１
６
５
万
円
を
追
加
し
、１３
億
４，
９
８
０
万

円
と
す
る
。
内
容
は
、
管
渠
工
事
費
、
測
量
委
託

料
の
増
額
と
、実
施
設
計
委
託
料
の
減
額
な
ど
。

宅
地
造
成
特
別
会
計

２
億
３，
５
１
１
万
６
千
円
を
減
額
し
、
２，

７
０
０
万
１
千
円
と
す
る
。
内
容
は
、
一
般
会

計
繰
出
金
、
地
方
債
元
金
償
還
金
。

補

正

予

算

人

事

案

件

区
域
外
の
公
の
施
設
設
置

水
道
管
を
美
作
町
間
山
（
町
境
）
に
布
設
す

る
も
の
。

施
設
設
置
案
件

工
事
請
負
契
約

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
面
整
備
管

渠
築
造
（
田
井
１
工
区
）
に
つ
い
て
、
契
約
金

額
５，
０
６
８
万
３，
５
０
０
円
で
宮
本
建
設

（
株
）と
契
約
を
す
る
も
の
。

契

約

案

件

条
例
・
規
約
案
件

台
風
１６
号
・
１８
号農

作
物
等
に
被
害

●
勝
央
町
行
政
改
革
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
期
間
は
１０
月
８
日（
金
）ま
で
。
詳
し
く
は
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

８
月
末
と
９
月
初
め
に
、
大
型
で
強
い
台
風

１６
号
と
１８
号
が
続
け
て
上
陸
し
、
全
国
に
多
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
勝
央
町
で
も
、

町
内
全
域
で
、
秋
の
収
穫
を
前
に
し
た
農
作
物

や
家
屋
等
に
も
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

農
作
物
に
つ
い
て
は
、
農
業
共
済
組
合
を
中
心

に
現
在
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被

害
額
は
約
７
千
万
円
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
町
の
施
設
で
は
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

の
ス
テ
ン
レ
ス
の
屋
根
が
約
１０
㎡
は
が
れ
て
、

そ
の
修
理
費
が
約
１
５
０
万
円
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
テ
ン
ト

が
壊
れ
、
復
旧
に
つ
い
て
岡
山
県
と
協
議
を
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え

に
つ
い
て
十
分
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
台
風
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ん
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典
、

第
２３
回
金
時
祭

今
年
は
勝
央
町
が
昭
和
２９
年
に
合
併
し
て
５０

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
文
化
施
設
（
勝
央
図
書

館
、
勝
央
美
術
文
学
館
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
）
の

落
成
も
兼
ね
て
、
勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念

式
典
と
第
２３
回
金
時
祭
を
文
化
施
設
周
辺
を
メ

イ
ン
会
場
に
１０
月
９
日
、１０
日
に
開
催
し
ま
す
。

今
日
の
勝
央
町
が
あ
る
の
は
、
多
く
の
先
人

た
ち
が
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
努
力
し

▲町制施行５０周年記念式典、第２３回金時祭メイン会場

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
て

７
月
に
実
施
し
た
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
（
９
月
号
広
報
紙
Ｐ
２
・
Ｐ
３
参
照
）
を

踏
ま
え
て
、
勝
央
町
議
会
市
町
村
合
併
問
題
調

査
特
別
委
員
会
で
、
勝
英
地
域
合
併
協
議
会
に

加
入
す
る
か
、
加
入
し
な
い
か
の
協
議
が
行
わ

れ
、
採
決
の
結
果
、
９
対
６
で
加
入
し
な
い
と

い
う
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
定
を
踏
ま

え
て
、
勝
英
地
域
合
併
協
議
会
会
長
に
対
し

「
今
回
は
加
入
を
見
送
る
」
旨
の
回
答
を
し
ま

し
た
。

今
回
の
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
問
５
の
自
由

意
見
記
載
欄
に
は
２，
１
７
９
人
、
約
３０
％
の

人
か
ら
意
見
を
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
す
べ
て
を
読

今
後
の
勝
央
町
の
進
む
べ
き
方
向

み
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
で
し
た
。
真
摯

に
受
け
止
め
て
今
後
の
対
応
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

行
財
政
改
革

今
後
の
勝
央
町
の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い

て
、
新
法
（
平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で
の
時
限

立
法
）
で
の
合
併
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
当

面
、
自
立
の
方
向
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
思
い
切
っ
た
行
財
政

改
革
（
以
下
「
行
革
」）、
町
政
全
般
に
わ
た
っ

て
の
効
率
的
な
組
織
財
政
運
営
の
見
直
し
等
に

早
急
に
取
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
は
、
合
併
に
よ
る
行
革
を
模
索
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
上
、
行
革
を
先
送
り
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
設

置
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
、
定
数
を
１０
人
増

員
し
、
公
募
に
よ
り
若
い
人
た
ち
の
参
画
も
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
勝
央

町
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
町
政
全
般
に
わ

た
っ
て
行
政
改
革
基
本
計
画
の
策
定
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

奈
義
町
と
の
広
域
的
な
連
合

し
か
し
、
単
独
の
町
の
行
革
の
み
で
は
限
界

が
あ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
行
革
を
さ
ら

に
１
歩
踏
み
込
ん
だ
形
で
進
め
る
た
め
に
、
勝

央
町
と
奈
義
町
と
の
広
域
的
な
連
合
が
で
き
な

い
か
と
模
索
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
主
権
を

認
め
内
政
不
干
渉
の
原
則
に
基
づ
く
こ
と
を
前

提
に
、
お
互
い
に
協
力
し
て
合
同
で
行
う
こ
と

に
よ
り
、
経
費
の
節
減
は
も
と
よ
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
よ
り
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
高
齢
者
青
少
年
学
童
幼
児
に
対
す

る
事
業
や
行
事
イ
ベ
ン
ト
の
共
催
、
町
職
員
の

技
術
応
援
、
情
報
交
換
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
る
等
に
よ
る
情
報
の
共

有
、
消
防
団
の
応
援
協
定
に
よ
る
危
機
管
理
の

問
題
、
備
品
等
に
つ
い
て
も
使
用
の
頻
度
の
関

係
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
高
価
な
も
の
に
つ

い
て
は
共
同
購
入
・
共
同
使
用
、
農
業
を
中
心

と
し
た
産
業
問
題
の
共
同
事
業
等
、
協
力
し
合

う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

奈
義
町
と
協
議
の
結
果
、
９
月
定
例
議
会
終

了
後
に
お
互
い
に
窓
口
を
つ
く
っ
て
検
討
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
、
平
成
１７

年
度
予
算
に
反
映
で
き
る
よ
う
な
形
で
協
議
が

進
め
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
る
中
で
、
こ
の

こ
と
が
う
ま
く
進
展
し
、両
町
の
住
民
の
間
に
、

お
互
い
に
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
、
合
併
し
た

方
が
も
っ
と
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
合
併
も
考
え

る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

勝
央
町
の
行
革
計
画
を
進
め
る
う
え
で
、
並

行
し
て
こ
の
広
域
的
な
連
合
の
検
討
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行

政

報

告

議　会
報　告

平成１６年勝央町議会第３回定例

会が９月１３日から５日間の会期で

開かれました。

町長の行政報告に続いて、専決

処分承認案件、人事案件、条例・

規約案件、施設設置案件、契約案

件、平成１６年度補正予算案件、平

成１５年度決算報告など３１件が上程

され、決算報告は、常任委員会に

付託され、他の議案については原

案のとおり可決されました。

平
成
１６
年
勝
央
町
議
会

第
３
回
定
例
会
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入
場
整
理
券
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印
刷
し
ま
す
の
で
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何
も
書
か
な
い
で�
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だ
さ
い�
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れ
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央
町
勝
間
田
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０
１�

勝
央
町
役
場
総
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　「
ふ
る
さ
と
自
慢�

　
　
　
　
う
た
自
慢
」係�

観覧希望�

①住所　　�
②氏名　　�
③電話番号�
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広
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勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
・
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
落
成
記
念

勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
と
勝
央
文

化
ホ
ー
ル
落
成
を
記
念
し
て
、
勝
央

町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
の
共
催
で

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
の
公

開
録
音
を
行
い
ま
す
。

番
組
で
は
、
高
山
厳
と
坂
本
冬
美

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ゲ
ス
ト
の
２
人

を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
地
元
の
男
性
・

女
性
チ
ー
ム
が
対
抗
で
歌
を
競
い
合

う
「
ふ
る
さ
と
自
慢
」
を
行
い
、
全

国
に
向
け
て
勝
央
町
の
魅
力
を
お
伝

え
し
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る

歌
謡
ス
テ
ー
ジ
「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ

ン
サ
ー
ト
」
も
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

観
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
入
場
は
無

料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
観
覧
を
ご
希
望
の

人
は
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

１２
月
１７
日（
金
）

開
場
１７
時
　
開
演
１７
時
４０
分

終
演
予
定
２０
時

■
会
　
場

勝
央
文
化
ホ
ー
ル

勝
央
町
勝
間
田
２
１
１
―

１

■
出
　
演

司
　
会
　
比
留
木
剛
史

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

ゲ
ス
ト
　
高
山
厳
、
坂
本
冬
美
、

地
元
出
演
者
男
女
各
４

人

■
応
募
方
法
（
入
場
無
料
）

・
往
復
ハ
ガ
キ
で
左
記
の
要
領
で
応

募
く
だ
さ
い
。

・
入
場
整
理
券
（
ハ
ガ
キ
）
１
枚
に

つ
き
１
人
し
か
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

・
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

１２
月
２
日（
木
）必
着

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
課

�
３８
―
３
１
１
１

岡
山
放
送
局

�
０
８
６
―
２
２
７
―
１
７
１
４

■
主
　
催

勝
央
町
、

岡
山
放
送
局

■
放
送
予
定

次
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ
ー
ト
」
は

毎
週
日
曜
日
２０
時
５
分
か
ら
２０
時
５５

分
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送

（
全
国
放
送
　
周
波
数
９
２
７
Ｋ
Ｈ

ｚ
）
で
隔
週
ご
と
に
放
送
中
で
す
。

な
お
、
地
域
に
よ
っ
て
は
電
波
状
況

の
悪
い
地
域
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ふ
る
さ
と
自
慢

う
た
自
慢

ラジオ番組

公開録音

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集

坂本　冬美高山　　厳

●
日
時：

１２
月
１７
日（
金
）
開
演
１７
時
４０
分
　
●
場
所：

勝
央
文
化
ホ
ー
ル
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

夏
休
み
最
後
の
土
曜
日
、
８
月
２８
日
に
、
勝
間
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
勝
間
田
区
（
大
字
勝
間
田
）
合
同
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
、
ち
っ
ち

ゃ
な
子
ど
も
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
約
１
３
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
勝
間
田
区
ふ
れ
あ
い
の
会
と
子
ど
も
会
が
３
世
代
交

流
を
目
的
に
夏
休
み
期
間
中
の
行
事
と
し
て
平
成
９
年
か
ら
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
区
内
１０
の
会
場
で
行
っ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
の
総
仕
上
げ

と
し
て
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、
奥
埜
友
香
さ
ん
、
晴
香
さ
ん
の
指
導

で
、「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
」
な
ど
の
楽
し
い
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
世
代
を
超
え
て
楽
し
く
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
井
並
直
子
さ
ん
は
「
い
ろ
ん
な
世
代
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
機
会
が
少
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

３
世
代
で
ラ
ジ
オ
体
操勝間

田
区
合
同
ラ
ジ
オ
体
操

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
優
等
賞
の
み
紹
介
し
ま
す
。
敬

称
略
）

第
３
部（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
育
成
牛
）

優
等
賞
３
席
　
粟
井
勝
實

（
植
月
北
）

第
４
部（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
育
成
牛
）

優
等
賞
主
席
　
治
郎
丸
雄
一

（
為
　
本
）

第
８
部（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
経
産
牛
）

優
等
賞
主
席
　
宮
野

雅
（
小
矢
田
）

第
１０
部（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
経
産
牛
）

優
等
賞
２
席
　
高
山

進
（
植
月
中
）

※
優
等
賞
主
席
は
部
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン

８
月
２９
日
、
奈
義
町
滝
本
グ

ラ
ン
ド
で
第
４
回
勝
英
地
域
畜

産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
は
、
和
牛
２
部
、
乳
牛

８
部
に
分
か
れ
て
審
査
員
が
体

型
、
歩
き
方
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

勝
央
町
か
ら
は
８
頭
の
乳
牛

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
結

９
月
号
広
報
紙
Ｐ
７
「
勝
央
町
国

体
実
行
委
員
会
へ
花
い
っ
ぱ
い
啓
発

用
看
板
を
寄
贈
」
の
記
事
中
で
勝
央

局
団
体
保
険
加
入
者
連
合
会
長
名
を

「
赤
堀
通
泰
会
長
」
と
記
載
し
て
い

ま
し
た
が
、
「
赤
堀
秀
正
会
長
」
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

牛
の
成
育
状
況
を
競
う

第
４
回
勝
英
地
域
畜
産
共
進
会

▲講演をされる園田先生

�ラジオ体操で楽しく３世代交流ができました

８
月
２６
日
、
勝
央
町
人
権
教
育
研
究
会

夏
季
講
演
会
が
、
勝
央
町
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
講
師
の
甲
子
園
短
期
大
学

教
授
の
園
田
雅
春
先
生
が
「
こ
れ
か
ら
の

人
権
教
育
の
あ
り
方
　
〜
キ
ー
ワ
ー
ド
は

自
尊
感
情
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
さ
れ

ま
し
た
。

園
田
先
生
は
、
自
身
の
教
師
経
験
を
交

え
な
が
ら
「
『
自
尊
感
情
』
と
は
自
分
を

大
事
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
大
事
に
さ

れ
て
い
る
と
、
ほ
か
の
人
に
も
同
じ
よ
う

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
『
自
尊
感
情
』
を
育
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
」
と
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
町
内
の
教
育
現
場
関
係
者
や

主
婦
な
ど
約
１
３
０
人
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

キーワードは自尊感情
勝央町人権教育研究会夏季講演会

�
第
４
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
治
郎
丸
さ
ん

�
第
８
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
宮
野
さ
ん



開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

じ
っ
く
り
�

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火曜日�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

《さつまいも掘り体験》（有料）
日　時 １０月２日（土）～３１日（日）

１１：００～、１４：００～
（土・日・祝日のみ）

内　容　緑の農園でおいしいさつまい
も掘り体験にチャレンジ！

《稲刈り体験》（無料）
日　時 １０月９日（土）１１：００～
内　容　稲刈りに参加していただいた

人に収穫をした餅米をプレゼ
ント！

《山野草展》（一部有料）
日　時 １０月９日（土）～１０日（日）
内　容　ファーマーズハウス

山野草展示会
花時計前
即売会（１０：００～１５：００）

《カボチャ重量当てクイズ》（無料）
日　時　～１０月１０日（日）
内　容　巨大カボチャの重さをヒント

と直感で当てよう。ピタリ賞
には特製ヨーグルト１箱プレ
ゼント!!

《プロ・リバと遊ぼ！》（無料）
日　時 １０月１０日（日）
内　容　楽しくておもしろい紙芝居を

見にきてね。（２回／日）

１０月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

（
１０
月
３
日（
日
）ま
で
）

・
勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業

勝
央
町
総
合
文
化
施
設
プ
レ
オ
ー
プ
ン
特
別
企
画

「
出
雲
街
道
展
〜
歴
史
を
語
る
街
道
、
今
昔
〜
」

「
写
真
で
綴
る
勝
央
町
百
年
」

・
プ
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
こ
ど
も
の
□（
視
覚
）
ｖ
ｏ
ｌ．
５

―
人
・
植
物
・
空
想
―
」

（
１０
月
９
日（
土
）か
ら
１１
月
７
日（
日
）ま
で
）

・
勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業

勝
央
美
術
文
学
館
開
館
記
念
特
別
展

「
郷
土
の
美
術
・
文
学
展
」

「
山
陽
新
聞
と
写
真
で
見
る
わ
が
郷
土
・
勝
央
」

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

鷲
田
重
郎
作
「
木
村
　
毅

生
家
」

（
油
彩
）

鷲
田
重
郎
は
大
正
２
年
、
奈
義
町

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
７
年
、
岡

山
県
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
勝
田
郡

内
の
小
中
学
校
で
勤
務
し
、
昭
和
１７

年
に
師
範
学
校
の
専
攻
科
に
入
学

し
、
美
術
を
専
攻
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
第
１０
回
日
展
に
初
入
選
し
、
２４

回
の
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
光
風

会
に
所
属
し
、
昭
和
４６
年
、
定
年
退

職
後
、
光
風
会
会
員
と
な
り
、
意
欲

的
に
絵
を
描
き
続
け
、
昭
和
５１
年
に

日
展
会
友
と
な
り
、
平
成
３
年
に
は

喜
寿
記
念
画
集
を
発
行
し
ま
し
た
。

鷲
田
重
郎
は
早
く
か
ら
格
子
の
も
つ
美
し
さ
に
注
目
し
、
岡
山
県
を
中
心

と
し
て
、
日
本
各
地
を
尋
ね
、
そ
の
鋭
い
感
性
と
優
れ
た
表
現
力
に
よ
っ
て

作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。「
木
村
　
毅

生
家
」
は
画
面
を
真
横
に
貫
く
藁

葺
屋
根
の
み
ご
と
な
線
か
ら
は
じ
ま
り
、
こ
の
幅
広
い
水
平
線
を
基
点
に
、

障
子
・
柱
な
ど
の
垂
直
線
と
瓦
屋
根
・
ぬ
れ
縁
な
ど
の
水
平
線
と
が
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
交
差
し
、
民
家
特
有
の
美
観
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
ま
す
。

平
成
１３
年
逝
去
。
享
年
８８
歳
。

（「
郷
土
の
美
術
・
文
学
展
」
か
ら
）

実
り
の
秋
を
迎
え
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
の
水
田
で
は
、
１０
月
９
日

（
土
）
に
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
す
。

６
月
に
植
え
た
苗
が
す
く
す
く
と
育

ち
、
こ
こ
で
収
穫
と
な
り
ま
す
。
刈

り
取
っ
た
後
は
天
日
で
乾
燥
さ
せ
ま

す
。
脱
穀
・
精
米
を
行
い
、
参
加
者

へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
正
月
に
は
収
穫
し
た
お
米

で
餅
つ
き
体
験
を
し
ま
す
。
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
他
、
１７
日（
日
）の
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
朝
市
は
「
新
米
祭
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

美
味
し
い
新
米
の
試
食
や
秋
の
味

覚
「
キ
ノ
コ
汁
」
の
無
料
配
布
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
お
友
だ
ち

と
ご
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

勝央町出身の文学者　木村　毅の生家

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

10月17日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�
朝市は「新米祭り」を開催！　　　　　　　　　　　�
　　　　　　　　　「キノコ汁」サービス限定300杯！�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-245-1304　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

ゆ
っ
た
り
�

と�

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か�
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク�

と�と�

第�

号�

39

サ
イ
モ
ン
�

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
約
束
」（

石
田
衣
良

著
／
角
川
書
店
）

幼
な
じ
み
の
同
級
生
２
人
の
友
情

が
と
て
も
美
し
く
、
そ
し
て
あ
る
日

突
然
の
事
件
に
襲
わ
れ
る
「
約
束
」

を
は
じ
め
、
車
椅
子
の
生
活
を
し
て

い
た
少
年
が
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン

グ
に
出
会
い
、
生
き
生
き
と
し
て
く

る
姿
を
描
い
た
「
青
い
エ
グ
ジ
ッ

ト
」
。
父
親
を
交
通
事
故
で
失
い
、

あ
る
朝
、
突
然
聴
力
を
失
っ
て
し
ま

う
少
年
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
電
話
の
ベ
ル
だ
け
聞
こ
え
る
「
天
国

の
ベ
ル
」
ほ
か
４
編
か
ら
な
る
読
み
ご
た
え
た
っ
ぷ
り
の
短
編
小
説
集
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
１０
月
２７
日（
水
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

◆
勝
央
図
書
館
事
業
お
は
な
し
会

・
公
　
演
�
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

・
日
　
時
�
１０
月
３１
日（
日
）

１０
時
３０
分
〜

●

新

着

案

内

●

・
「
グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
」（
伊
坂
幸
太
郎

著
／
角
川
書
店
）

・
「
水
滸
伝
１４

爪
牙
の
章
」（
北
方
謙
三

著
／
集
英
社
）

・
「
赤
い
蝶
々
」（
ま
す
い
志
保

著
／
小
学
館
）

・
「
ね
ず
み
く
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

（
上
野
紀
子

絵
・
な
か
え
よ
し
お

作
／
ポ
プ
ラ
社
）

・
「
ど
こ
ど
こ
？
セ
ブ
ン
４
　
こ
わ
い
！？
」（
キ
ッ
ズ
レ
ー
ベ
ル
）

・
「
悪
魔
の
本
」

（
ル
ー
ス
・
マ
ニ
ン
グ
　
サ
ン
ダ
ー
ズ
編

著
／
ブ
ッ
キ
ン
グ
）

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館

As school started in September, the
Olympics were big news, so I surveyed 50
people.  I learnt that the marathon remains
popular.  This year's disturbance was
unfortunate, but people were very impressed
by the Brazilian runner.  Elsewhere, some
people were disappointed with the team sports,
while doping was a universal concern.

The Olympics give us the thrill of victory and
defeat, but their true value is in showing us how
athletes' of all sizes respond to adversity in their
personal challenges.  I warmed to Sugiyama-
san's humility but found Animal Hamaguchi's
behaviour excessive.

Can we make the Olympics smaller?  Cutting
beach volleyball and restricting professional
athletes were two suggestions.  Many fans
endured sleep deprivation for their favourite
athletes, yet the thought of 'Beijing 2008'makes
me as tired as a NZ triathlete.  Four years from
now, I hope that women are better represented
as medal presenters.

ONCE EVERY FOUR YEARS（４年に１回）

９月に学校が再開すると、オリンピックが大きな
話題になりました。そこで５０人にアンケートをしま
した。その結果、マラソン競技はまだ大人気と分か
ってきました。今年の事件は残念ですが、ブラジル
の選手の精神力はみんなに感動を与えました。また、
期待した選手が団体種目で残念な結果になりまし
た。そして、ドーピングはみんなの関心事でした。

オリンピック大会を見ると勝負の興奮を感じます
が、本当のすばらしさは、それぞれの選手が逆境に
あっても、自分の力の限界に挑戦している姿です。
私はアーチェリーの杉山さんの謙虚な話し方に温か
い気持ちになりましたが、アニマル浜口の態度は監
督や観客として残念な場面でした。

「オリンピック大会の大きさを減らすことができ
ますか」「ビーチバレーをやめて、プロ選手の出場
を少なめにしよう」などの意見が出てきました。だ
が、多くのファンは好きな選手のために寝不足を我
慢しました。現在、「北京２００８」のことを思うとニ
ュージーランドの金メダリストのトライアスロン選
手のように疲れます。４年後に表彰式で、女性がメ
ダルを渡す人として、より平等な存在になったらい
いですね。



Life

●町内での予防接種の予約等については上記�
　医療機関にお問い合わせください。�

大 村 医 院�

小 坂 田 医 院�

小 林 医 院�

さとう記念病院�

太 平 台 医 院�

長 尾 医 院�

電話番号�

３８－２０５８�

３８－２０４３�

３８－２００８�

３８－６６８８�

３８－５７７５�

３８－６５６５�

町内医療機関�
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自己負担１，５００円で
受けられます

満６５歳以上または満６０歳から満

６４歳までの予防接種希望者で、

次の条件に該当する人のインフル

エンザ予防接種は公費負担によ

り、１，５００円を負担すれば接種で

きます。

◆対象者

①満６５歳以上（接種時）の人

②満６０歳以上満６４歳までの人で、

心臓、じん臓または呼吸器の機

能に自己の身辺の日常生活活動

が極度に制限される程度の障害

を有する人及びヒト免疫不全ウ

イルスにより免疫の機能に日常

生活がほとんど不可能な程度の

障害を有する人。

◆実施期間

平成１６年１０月１日（金）～

平成１７年１月３１日（月）

高齢者に対するインフルエンザの予防接種を１０月から１月末まで実施

します。この期間中、対象者は自己負担１，５００円で受けられます。

インフルエンザの予防には、流行前に予防接種を受けることが最も有

効な方法です。早めに、予防接種を受けましょう。

ただし、インフルエンザの予防接種は、ご本人が希望する場合のみ行

いますので、必要性や注意点について十分知ったうえで、納得して受け

てください。

受けましょう。

◆予防接種を受ける前に

発熱のある人など医師が不適当

な状態と判断した場合は、予防接

種を受けることができません。慢

性の病気で治療を受けている人や

アレルギーがある等の人は担当医

師とよく相談してください。

◆予防接種を受けた後は

接種当日はいつも通りの生活を

してもかまいませんが、激しい運

動や大量の飲酒は避けましょう。

※予防接種を受けた後、接種した

部位が痛みや熱を持ってひどく

はれたり、全身のじんましん、

繰り返す嘔吐、顔色の悪さ、低

血圧、高熱などが現れた場合は、

医師の診療を受けてください。

■問い合わせ先

勝央町役場環境保健課

�３８－７１０２

◆接種料金

・岡山県内の医療機関

自己負担額　１，５００円

・岡山県外の医療機関

実費金額を負担

※対象者以外の人は実費金額の負

担です。接種料金は各医療機関

で異なります。

注意点
◆接種時

接種を受ける際は、医療機関に

保険証（対象者②に該当する人は

身体障害者手帳も必要です）を持

参し、医療機関に備え付けの予診

票に必要事項を記入して、お申し

込みください。

◆予防接種の時期

予防接種後、抵抗力がつくまで、

２週間程度かかり、その効果が十

分に持続する期間は約５カ月間と

されています。なるべく流行前に

高齢者のインフルエンザ予防接種
公費負担により自己負担１，５００円で

今年は勝央町制施行５０周年

も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰

り
返
し
て
言
っ
た
り
、
極
端
な
場
合
に
は
、
今
会
っ
た

人
、
今
起
き
た
で
き
ご
と
も
忘
れ
て
し
ま
う
、
家
族
の

見
分
け
も
つ
か
な
い
と
い
っ
た
状
態
を
、
医
学
的
に
は

「
老
人
性
痴
呆
」
と
い
い
ま
す
。

こ
う
し
た
痴
呆
の
症
状
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
少
し

ず
つ
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
１
人
で
日
常
生
活
を

営
め
な
い
痴
呆
性
老
人
に
は
、
家
族
を
は
じ
め
、
ま
わ

り
の
人
の
心
温
ま
る
介
護
が
必
要
と
な
り
、
そ
こ
に
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
辛
口
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
の

で
す
。

今
回
、
そ
の
辛
口
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
を
身
を
以
て
体
験

さ
れ
、
現
在
は
、
ぼ
け
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る（
社
）呆ぼ

け
老
人
を
抱
え

る
家
族
の
会
岡
山
県
支
部
　
有
田
博
紀
事
務
局
長
を

お
迎
え
し
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参

加
費
無
料
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

「
痴
呆
を
理
解
す
る
研
修
会
」

日
　
時
　
１０
月
２６
日（
火
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

会
　
場
　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

講
　
話
　
「
ぼ
け
て
も
心
は
生
き
て
い
る

〜
痴
呆
症
の
理
解
と
ケ
ア
〜
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
福
祉
課

�
３８
―
７
１
０
２

痴
呆
は
ち
ょ
っ
ぴ
り

辛
口
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ

「
痴
呆
を
理
解
す
る
研
修
会
」の
ご
案
内
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
４
回
津
山
空
手
道
大
会
（
８
／

２９
津
山
総
合
体
育
館
）

﹇

型
　
﹈

（
小
学
校
１
〜
３
年
生
の
部
）

第
３
位
　
長
船
拓
弥

﹇
組
み
手
﹈

（
小
学
校
１
〜
２
年
生
の
部
）

準
優
勝
　
安
藤
浩
輝

第
３
位
　
竜
門
大
樹

（
小
学
校
５
〜
６
年
生
の
部
）

第
３
位
　
古
山
敏
也

◇
第
６０
回
国
民
体
育
大
会
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

行
事
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
（
８
／
２９
旭
町
さ

く
ら
グ
ラ
ン
ド
）

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
　

吉
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

今年は勝央町制施行５０周年

岡山県知事選挙の投票が１０月２４日（日）に行われます。

この選挙は、これから４年間の岡山県政を決める大切な選挙です。国民の権利である投

票を棄権することなく、貴重な１票を投じましょう。

岡山県知事選挙
「選挙、行こうよ！

未来の明るいおかやまのために」

告示日
１０月７日（木）
投票日
１０月２４日（日）

投
票
で
き
る
人

昭
和
５９
年
１０
月
２５
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

【
勝
央
町
で
投
票
で
き
る
人
】

○
平
成
１６
年
７
月
６
日
ま
で
に
勝
央

町
に
住
民
登
録
を
し
て
、
勝
央
町

の
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
い
る

人
。

○
平
成
１６
年
６
月
７
日
以
降
に
岡
山

県
内
に
転
出
し
た
が
、
新
し
い
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
い

な
い
人
。
（
引
き
続
き
岡
山
県
内

に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
が
必

要
）

【
岡
山
県
内
か
ら
転
入
し
て
き
た
人
】

平
成
１６
年
７
月
７
日
以
降
に
岡
山

県
内
か
ら
勝
央
町
に
住
民
登
録
を
し

た
人
は
、
前
の
住
所
地
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
引
き
続
き
岡

山
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
が

必
要
）

※
岡
山
県
外
に
転
出
さ
れ
た
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

指
定
病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票

指
定
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所

中
の
人
は
病
院
・
施
設
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票

身
体
障
害
者
等
の
人
で
勝
央
町
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
便
投
票
の
証

明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

開
票
は
午
後
９
時
か
ら

勝
央
町
公
民
館
で

１０
月
２４
日（
日
）午
後
９
時
か
ら
勝

央
町
公
民
館
で
開
票
を
行
い
ま
す
。

開
票
状
況
・
結
果
に
つ
い
て
は
町
防

災
行
政
無
線
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
勝
央
町
役
場
総
務
課
内
）

�
３８
―
３
１
１
１

投
票
時
間
は

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

投
票
は
、
１０
月
２４
日（
日
）の
午
前

７
時
か
ら
、
町
内
５
投
票
所
で
一
斉

に
始
ま
り
、
午
後
８
時
で
締
め
切
り

ま
す
。

○
投
票
所

第
１
投
票
区
（
勝
間
田
地
区
）

勝
央
町
公
民
館

第
２
投
票
区
（
植
月
地
区
）

植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
３
投
票
区
（
吉
野
地
区
）

吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
４
投
票
区
（
古
吉
野
地
区
）

古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
５
投
票
区
（
高
取
地
区
）

高
取
多
目
的
研
修
集
会
所

期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ

ー
や
買
い
物
な
ど
で
投
票
で
き
な
い

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
期
日
前
投
票
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
期
　
間

１０
月
８
日
（
金
）
か
ら
１０
月
２３
日

（
土
）ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
も
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
）

○
時
　
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

○
場
　
所

勝
央
町
役
場
庁
舎
東
側

「
期
日
前
投
票
所
」

９月２日現在

選挙人名簿の
登録者数

男 ４，３７９人

女 ４，８６７人

合計 ９，２４６人
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勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典

勝
央
町
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典
、

第
２３
回
金
時
祭
の
ご
案
内

日
　
時

１０
月
９
日
（
土
）

午
前
１０
時
開
式

場
　
所

勝
央
文
化
ホ
ー
ル

昭
和
２９
年
３
月
、
勝
間
田
町
、
植

月
村
、
吉
野
村
、
古
吉
野
村
、
高
取

村
の
一
部
が
合
併
し
て
現
在
の
勝
央

町
と
な
り
、
こ
こ
に
町
制
施
行
５０
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５０
周
年
を
記
念
し
て
式
典
を
開
催

し
ま
す
。
町
外
の
ご
来
賓
や
町
内
関

係
招
待
者
を
迎
え
、
町
行
政
に
功
労

の
あ
っ
た
皆
様
の
表
彰
式
を
挙
行
し

ま
す
。

一
般
の
皆
さ
ん
も
勝
央
文
化
ホ
ー

ル
２
階
席
（
１
２
８
席
）
を
ご
用
意

し
ま
す
の
で
、
式
典
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

同
日
開
催
さ
れ
る
金
時
祭
と
と
も

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

金
時
祭
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

黒
豆
フ
ェ
ア
・
県
際
交
流

作
州
黒
は
、
勝
英
地
域
特
産
の
大

粒
黒
大
豆
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
勝
央

町
で
も
栽
培
面
積
２
２
０
ｈａ
で
、
黒

大
豆
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
機
会
に
、黒
大
豆
を
味
わ
い
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
テ
ン
ト
村
）

１０
月
９
日（
土
）、
１０
日（
日
）

◎
作
州
黒
枝
豆
の
試
食
・
販
売

１０
月
１０
日（
日
）

◎
県
際
交
流

兵
庫
県
西
播
磨
地
域
、
岡
山
県
東

備
地
域
の
特
産
品
販
売

・
出
品
市
町
村

兵
庫
県
波
賀
町
、
赤
穂
市
、
岡
山

県
和
気
町
、
備
前
市
、
吉
井
町

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
）

１０
月
１０
日（
日
）

◎
作
州
黒
料
理
、
加
工
品
の
展
示
、

試
食

◎
作
州
黒
栽
培
、
機
能
性
紹
介
パ
ネ

ル
展
示

金
時
祭
花
火
大
会

打
ち
上
げ
場
所
周
辺
地
区
の

皆
さ
ん
へ

恒
例
の
金
時
祭
花
火
大
会
を

１０
月
９
日（
土
）午
後
８
時
か
ら

行
い
ま
す
。
打
ち
上
げ
場
所

（
勝
間
田
駅
南
側
農
道
）
周
辺

地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
花
火
の

音
や
残
骸
等
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「鼓響祭」当日入場整理券を
配布します

「金時歌謡ショー」「鼓響祭」の観覧応募

について、「金時歌謡ショー」は、応募多数

のため、抽選を行い、結果を発送します。

「鼓響祭」は、応募数が座席数に達しなか

ったため、応募された皆さんに入場整理券を

送付します。残席分については、下記の要領

で当日入場整理券を配布します。

�日　時

１０月９日（土）午後３時～

�場　所　

勝央文化ホール事務室前（右図内の★印）

�配布方法　

先着順

�問い合わせ先

勝央町公民館

�３８－２５８０

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
１０
月
９
日（
土
）、
１０
日（
日
）に
勝
央

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典
と
第
２３
回
金
時
祭
を
同
日
開
催
し
ま
す
。

先
月
に
引
き
続
き
今
月
は
、
５０
周
年
記
念
式
典
、
黒
豆
フ
ェ
ア
・
県
際
交

流
を
ご
案
内
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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土
地
対
策
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て

売
買
等
の
取
引
を
し
た
場
合
は
、
国

土
利
用
計
画
法
に
よ
り
県
知
事
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼
届
け
出
対
象

次
の
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
の

契
約
を
締
結
し
、
権
利
を
取
得
さ
れ

た
人

・
都
市
計
画
区
域
内（
勝
間
田
地
区
、

高
取
地
区
、
植
月
中
の
一
部
）
で

５
千
㎡
以
上

・
右
記
以
外
の
地
域
で
は
、
１
万
㎡

以
上

▼
届
出
期
間

土
地
売
買
等
の
契
約
を
締
結
し
た

日
か
ら
２
週
間
以
内

▼
届
け
出
先

勝
央
町
役
場
建
設
課

な
お
、
届
け
出
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
建
設
課

�
３８
―
３
１
１
３

１０
月
は

「
土
地
月
間
」で
す

勝央町は平成１７年度採用の職員を募集します。

�採用職種・人員

◯一般事務　２～３人

［受験資格］

昭和５２年４月２日から昭和６２年４月１日までに生

まれた人。

ただし、日本国籍を有しない人及び地方公務員法

第１６条に規定する欠格条項に該当する人は受験する

ことができません。

�受付期間　

１０月４日（月）～２２日（金）

（８時３０分～１７時）

申込書類は勝央町役場総務課にあります。

�試験日時

◯第１次試験　

１１月１４日（日）１０時～１４時

会　場：勝央町総合保健福祉センター　

教養試験、作文試験

◯第２次試験

日時等は第１次試験合格者に別途通知します。

�その他

試験合格者は、勝央町職員採用候補者名簿に登載し、

必要に応じて採用します。なお、採用候補者名簿の有

効期間は原則として名簿登載の日（平成１７年４月１日）

から１年間です。

�申込・問い合わせ先

〒７０９－４３１６　勝央町勝間田２０１

勝央町役場総務課総務係

�０８６８－３８－３１１１

勝央町職員募集
勝
英
２
郡
の
心
に
病
気
を
持
つ

人
、
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
各
種

関
係
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
か

ら
準
備
、
当
日
の
運
営
を
行
う
手
づ

く
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

心
に
病
気
を
持
ち
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、
仲
良
く

暮
ら
し
た
い
と
願
い
、
企
画
し
ま
し

た
。皆

さ
ん
の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
時

１０
月
２８
日（
木
）

１０
時
〜
１５
時
３０
分

▼
場
　
所

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

▼
内
　
容

・
報
告
「
お
互
い
に
支
え
合
い
、
希

望
を
持
ち
、
将
来
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
勝
英
」
と
は
　

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
ど

う
や
れ
ば
人
と
仲
良
く
な
れ
る

か
」

・
昼
食
、
バ
ザ
ー

・
演
芸
大
会

▼
参
加
申
込
締
切
　

１０
月
１８
日（
月
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
環
境
保
健
課

�
３８
―
７
１
０
２

※
昼
食
代
５
０
０
円
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

▼
バ
ザ
ー
用
品
提
供
の
お
願
い

バ
ザ
ー
の
収
益
金
を
「
元
気
に
な

ろ
う
や
フ
ェ
ス
タ
」
の
資
金
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
家

庭
用
品
、
日
用
品
が
あ
り
ま
し
た
ら

１０
月
２２
日（
金
）ま
で
に
下
記
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

・
バ
ザ
ー
用
品
受
付
場
所

勝
央
町
役
場
環
境
保
健
課

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
虹
」

（
勝
間
田
高
校
東
隣
）

元
気
に
な
ろ
う
や
フ
ェ
ス
タ

〜
み
ん
な
と
と
も
に
輪
に
な
っ
て
〜
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役場へのメール

総 務 課
soumu@town.shoo.okayama.jp

産 業 課
sangyou@town.shoo.okayama.jp

建 設 課
kensetsu@town.shoo.okayama.jp

税 務 課
zeimu@town.shoo.okayama.jp

町 民 課
choumin@town.shoo.okayama.jp

下水道課
gesuidou@town.shoo.okayama.jp

出 納 室
suitou@town.shoo.okayama.jp

福 祉 課
fukushi@town.shoo.okayama.jp

環境保健課
kankyouhoken@town.shoo.

okayama.jp

教育委員会
学　事　課
gakuji@town.shoo.okayama.jp

社会教育課
syakaikyouiku@town.shoo.

okayama.jp

議会事務局
gikai@town.shoo.okayama.jp

水 道 課
suidou@town.shoo.okayama.jp

募
集�

平
成
１７
年
度
自
治
医
科
大
学
入
学

試
験
を
実
施
し
ま
す
。
岡
山
県
か
ら

２
人
程
度
の
入
学
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

▼
入
学
資
格

高
等
学
校
も
し
く
は
中
等
教
育
学

校
（
中
高
一
貫
校
）
を
卒
業
し
た
人

及
び
平
成
１７
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

人
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

▼
第
１
次
試
験

平
成
１７
年
１
月
２７
日（
木
）

２８
日（
金
）

▼
出
願
提
出
締
切

平
成
１７
年
１
月
６
日（
木
）〜

２１
日（
金
）

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
０
―
８
５
７
０
　
岡
山
市

内
山
下
２
―
４
―
６
　
岡
山
県
保
健

福
祉
部
施
設
指
導
課
医
事
指
導
班

�
０
８
６
―
２
２
４
―
２
１
１
１

内
線
２
６
１
３

自
治
医
科
大
学（
医
学
部
）

入
学
者
募
集

相
談�

行
政
相
談
は
行
政
機
関
の
仕
事
に

つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
、
意
見
を
お

聞
き
し
、
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
改

善
を
求
め
、
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う

助
力
す
る
制
度
で
す
。

住
民
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
皆
さ
ん
の
相
談
を
お
聞

き
し
ま
す
。

勝
央
町
で
は
、
こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

【
行
政
相
談
所
】

（
当
日
は
、
心
配
ご
と
相
談
、
法
律

相
談
も
あ
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
）

▼
日
　
時

１０
月
１４
日（
木
）

▼
場
　
所

勝
央
町
公
民
館

▼
行
政
相
談
委
員
　

赤
堀
通
泰
（
勝
間
田
）

�
３８
―
２
０
５
２
　
　
　

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
町
民
課

�
３８
―
３
１
１
６

岡
山
行
政
評
価
事
務
所
で
も
、
毎

日
皆
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

行
政
苦
情
１
１
０
番

�
０
８
６
―
２
２
４
―
１
１
０
０

�
０
８
６
―
２
２
１
―
５
６
６
１

行
政
相
談
週
間

１０
月
１８
日（
月
）〜
２４
日（
日
）

今年は勝央町制施行５０周年

中学校体育祭フォト（９／１２）

お
知
ら
せ�

特
定
疾
患
闘
病
者
激
励
金
支
給
制

度
は
、
難
病
（
ス
モ
ン
病
、
悪
性
関

節
リ
ュ
ウ
マ
チ
な
ど
）
認
定
者
及
び

人
工
透
析
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

今
回
条
例
が
改
正
さ
れ
、
今
年
の

申
請
分
か
ら
支
給
内
容
が
変
わ
り
ま

す
。
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
申
請
に
あ
た
っ
て
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
改
正
点

・
難
病
認
定
者
に
つ
い
て
は
、
治
療

中
の
人
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

・
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
の

人
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

・
年
の
途
中
で
認
定
さ
れ
た
人
は
月

割
り
計
算
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま

す
。

・
基
準
日
（
１２
月
１
日
）
前
に
支
給

要
件
が
消
滅
し
た
人
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼
申
請
受
付
期
間

１２
月
１
日（
水
）〜
１０
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
福
祉
課

�
３８
―
７
１
０
２

特
定
疾
患
闘
病
者
激
励
金
の

支
給
内
容
が
変
わ
り
ま
す
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▼
日
　
時

１１
月
６
日（
土
）、
７
日（
日
）

▼
場
　
所

勝
央
文
化
ホ
ー
ル
及
び
勝
央
町
公
民
館

▼
主
　
催

勝
央
町
文
化
協
会

▼
内
　
容

《
開
会
式
典
》
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

６
日
　
１０
時
〜

《
展
示
部
門
》
勝
央
町
公
民
館

６
日
　
１０
時
〜
１７
時

７
日
　
９
時
〜
１５
時

絵
画
、
工
芸
、
書
道
、
華
道
、
手
芸
、
そ

の
他

《
芸
能
部
門
》
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

６
日
　
１０
時
３０
分
〜
１５
時
頃

邦
楽
、
洋
楽
、
舞
踏
、
吟
詠
、
手
品
、
そ

の
他

《
お
茶
席
》
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

６
日
　
１０
時
３０
分
〜
１５
時
頃

《
ふ
れ
あ
い
テ
ン
ト
》
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

６
日
　
１０
時
〜
１５
時
頃

※
芸
能
部
門
、お
茶
席
、ふ
れ
あ
い
テ
ン
ト
は
終

了
時
刻
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
公
民
館

�
３８
―
２
５
８
０

恒
例
の
勝
央
町
文
化
祭
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
作
品
展
・
文
化

祭
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
３５
回
勝
央
町
文
化
祭
の
ご
案
内

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
作
品
展
・
文
化
祭
の
ご
案
内

第
３５
回
勝
央
町
文
化
祭

▼
日
　
時

１１
月
１４
日（
日
）

１０
時
〜
１６
時

▼
場
　
所

古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
作
品

絵
画
、
工
芸
、
書
道
、
華
道
、
写
真
、
手
芸
、

そ
の
他

▼
出
品
申
込

１１
月
８
日（
月
）

▼
作
品
搬
入

１１
月
１３
日（
土
）
１０
時
〜
２０
時

▼
連
絡
先

古
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー担

当
　
小
村

�
３８
―
５
３
７
３

※
当
日
は
、
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
同
時
開

催
し
ま
す
。

第
８
回
古
吉
野
地
区
作
品
展

▼
日
　
時

１１
月
１４
日（
日
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所

高
取
多
目
的
研
修
集
会
所

▼
募
集
作
品

絵
画
、
工
芸
、
華
道
、
写
真
、
手
芸
、
そ
の

他▼
出
品
申
込

１１
月
１３
日（
土
）

▼
作
品
搬
入

１１
月
１３
日（
土
）
１７
時
ま
で

▼
連
絡
先

高
取
多
目
的
研
修
集
会
所

担
当
　
日
笠

�
３８
―
５
１
１
９

※
当
日
は
、
「
高
取
地
区
あ
げ
て
の
お
楽
し
み

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

第
８
回
高
取
地
区
文
化
祭

▼
日
　
時

１１
月
２１
日（
日
）

９
時
〜
１７
時

▼
場
　
所

吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
作
品

絵
画
、
工
芸
、
書
道
、
華
道
、
写
真
、
絵
手

紙
、
ち
ぎ
り
絵
、
手
芸
、
工
作
、
そ
の
他

▼
出
品
申
込

１１
月
１７
日（
水
）

▼
作
品
搬
入

１１
月
１９
日（
金
）
１９
時
ま
で

（
作
品
は
必
ず
展
示
す
る
状
態
で
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
）

▼
連
絡
先

吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

担
当
　
滝
上

�
３８
―
５
９
７
４

※
当
日
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。

第
４
回
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

作
品
展

▼
日
　
時

１１
月
２１
日（
日
）

９
時
〜
１６
時

▼
場
　
所

植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
作
品

絵
画
、
工
芸
、
書
道
、
華
道
、
写
真
、
絵
手

紙
、
ち
ぎ
り
絵
、
手
芸
、
そ
の
他

▼
出
品
申
込

１１
月
１７
日（
水
）

▼
作
品
搬
入

１１
月
１９
日（
金
）
１９
時
ま
で

（
作
品
は
必
ず
展
示
す
る
状
態
で
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
）

▼
連
絡
先

植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

担
当
　
佐
古

�
３８
―
５
９
９
１

※
当
日
は
、
手
づ
く
り
ミ
ニ
バ
ザ
ー
、
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

第
６
回
植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ミ
ニ
文
化
祭

今年は勝央町制施行５０周年
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◇　岡　　松岡　敦子（亡夫　義知）

◇植月東　間庭　弘圓（亡母　富子）
植月東老人クラブ、勝央福祉会にも

◇植月中　植月美矢子（亡父　大倉三郎）

◇黒　坂　加藤　秀雄（亡父　章治）
高取老人クラブ、グラウンドゴルフ協会、
ゲートボール協会にも

◇福　吉　橋本　直明（亡妻　幸子）
高取老人クラブにも

◇福　吉　大谷　正治（亡父　登美男）

■平地区会、平寿会へ
◇　平　　城領　　勣（亡母　よしの）

人の動き 平成１６年９月１日現在

人　口　１１，５７９人（前月比　＋１６）

男　５，５７９人　　女　６，０００人

世帯数　３，８５６世帯（前月比　＋９）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

■町社会福祉協議会へ
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勝

央

川

柳

社
　
兼
題
「
汗
」�

逆
も
又
妙
味
と
汗
ふ
き
あ
つ
き
お
茶

赤
堀
　
綾
子

冷
や
汗
を
か
い
て
本
当
の
嘘
を
云
う

山
　
祐
之

自
家
菜
園
汗
の
肥
料
が
き
い
て
い
る

水
嶋
　
惇
郎

お
互
い
を
気
遣
い
な
が
ら
汗
を
拭
く

竜
門
　
真
人

突
然
の
指
名
に
ド
キ
リ
汗
を
拭
く

平
　
　
久
恵

汗
か
い
た
分
だ
け
光
る
趣
味
の
作

檜
尾
　
絹
子

い
い
汗
を
拭
い
て
る
親
父
は
元
気
で
す

山
下
　
恵
子

子
の
為
に
冷
汗
か
い
て
も
前
に
出
る

横
林
　
和
子

粗
大
ゴ
ミ
汗
だ
し
て
買
う
た
品
ば
か
り

山
名
　
昭
子

た
し
な
め
ど
汗
で
さ
い
な
む
夏
化
粧

赤
木
　
供
子

流
す
汗
哀
調
の
試
歩
く
り
返
す

神
田
チ
ヨ
子

や
さ
し
さ
に
肩
が
揺
れ
ま
す
涙
汗

古
山
は
つ
子

作
業
衣
に
沁
み
た
る
汗
は
宝
物

竹
久
　
英
子

汗
ま
み
れ
こ
の
人
生
の
明
日
信
じ

古
山
恵
美
子

古
里
の
父
母
は
元
気
で
農
に
汗

平
井
　
好
子
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勝

央

俳

句

会

九

月

例

会

作

品

抄�

垣
根
内
風
の
揺
れ
あ
り
紅
芙
蓉

国
正
　
鈴
子

難
聴
の
夫
に
聞
か
せ
る
虫
の
声

水
嶋
　
艶
子

立
秋
や
行
く
所
な
し
爪
を
切
る

小
林
　
　
薫

秋
立
つ
や
雲
の
流
れ
も
変
り
け
り

水
嶋
　
　
壽

風
鈴
の
音
も
聞
ゆ
る
孫
電
話

福
島
壽
美
子

初
秋
や
硯
に
落
す
墨
の
色

竹
久
　
英
子

慈
雨
あ
り
て
漸
く
初
秋
感
じ
お
り

水
島
さ
だ
み

雲
ひ
と
つ
風
に
流
さ
る
初
秋
か
な

浜
田
と
よ
子

秋
初
め
胡
麻
の
は
じ
け
る
音
か
す
か

山
田
　
充
惠

新
秋
と
呼
び
た
き
雲
を
西
に
見
る

河
本
　
啓
子

僧
参
ら
す
明
る
き
庭
に
法
師
蝉

田
　
　
醇

朝
夕
の
暮
ら
し
や
す
さ
や
初
の
秋

室
井
　
稔
子

秋
立
ち
ぬ
肌
に
程
よ
し
朝
の
風

山
口
　
節
子

樹
の
下
に
網
握
る
子
の
小
声
な
り

井
並
　
充
子

く
さ
む
ら
に
虫
の
声
し
て
季
節
を
知
り

宮
野
　
節
子

眉�濱� 高

国民年金保険料の納め忘れはありま

せんか？「忙しくて…」「つい、うっ

かり…」といった理由でも、保険料の

納め忘れがあると、将来受け取る老齢

基礎年金額が減額されたり、受けられ

なくなったりします。また、万が一の

ときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくな

る場合があります。

そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安心、

確実な口座振替をおすすめします。（振替手数料無料）

口座振替は、全国の銀行・郵便局・農協・漁協・信

用金庫・信用組合・労働金庫で利用できます。申し込

みの際は、各社会保険事務所や金融機関に備え付けの

申出書に必要事項を記入して、口座振替を希望される

金融機関等の窓口に提出してください。

詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）

へお問い合わせください。

国民年金保険料の納付は
便利・安心・確実な

口座振替で！

国
民
年
金

だ
よ
り

今年は勝央町制施行５０周年

�日　時

１０月１７日（日）９時～１４時

�収集場所

勝央町総合保健福祉センター駐車場

�対象となる機器

テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機、冷凍庫

※詳しくは、折り込みチラシをご覧ください。

家電リサイクル対象機器の収集
（一般家庭用のみ）（有料）
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

（
パ
ソ
コ
ン
）
の
部
で
優
秀

賞
を
収
め
ま
し
た
。

１０
月
に
神
奈
川
県
で
全
国

大
会
が
あ
り
、
勝
間
田
高
校

か
ら
情
報
処
理
競
技
、
農
業

鑑
定
競
技
、
ク
ラ
ブ
員
代
表

者
会
議
に
参
加
し
ま
す
。
全

国
大
会
は
、
県
大
会
、
中
国

大
会
よ
り
さ
ら
に
高
い
レ
ベ

ル
で
争
う
こ
と
に
な
る
の

で
、
大
会
に
向
け
て
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

イ
ス
イ
プ
ー
ル
集
会

吉
野
小
学
校

ス

農

▼
今
月
の
表
紙
は
、
９
月
２０
日
に
行
わ
れ

た
勝
央
町
敬
老
会
の
よ
う
す
で
す
。
【
Ｐ

４
・
Ｐ
５
参
照
】
皆
さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔

が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
。
来
年
も
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
。

▼
９
月
８
日
、
津
山
商
業
高
校
３
年
生
の

竹
内
悠
貴
さ
ん
（
黒
坂
）
が
８
月
に
行
わ

れ
た
全
国
情
報
処
理
技
能
競
技
大
会
個
人

の
部
優
勝
（
９
月
号
掲
載
）
の
報
告
に
来

庁
さ
れ
ま
し
た
。
西
田
町
長
か
ら
健
闘
を

称
え
て
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
竹
内
さ
ん

は
「
こ
れ
を
励
み
に
頑
張
り
ま
す
」
と
力

強
く
答
え
て
い
ま
し
た
。（
左
写
真
）

▼
こ
の
競
技
は
、
３０
分
以
内
で
パ
ソ
コ
ン

処
理
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
さ
を
競
う
も
の

で
、
作
表
得
点
（
正
確
さ
）
７０
点
以
上
あ

れ
ば
、
１
分
早
い
ご
と
に
得
点
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
ち
な
み
に
竹
内
さ
ん
は
１１
分
で

ク
リ
ア
ー
し
ま
し
た
。
実
は
こ
の
タ
イ
ム

で
２
番
目
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ス
ピ
ー
ド

と
正
確
さ
の
両
方
兼
ね
そ
な
え
る
の
は
大

変
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
や
は
り

集
中
力
が
必
要
で
す
ね
。

▼
集
中
力
と
い
え
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

放
送
で
「
慌
て
ず
、
焦
ら
ず
、
諦
め
ず
」

の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
い
い
言
葉

だ
な
ぁ
と
私
は
結
構
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
慌
て
た
り
、
焦
っ
て
し
て
も
結
果
を

み
る
と
い
い
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
「
慌
て
ず
、
焦
ら
ず
、
諦
め
ず
」
を

こ
れ
か
ら
の
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
い
で
す

ね
。 あ

と
が
き

業
ク
ラ
ブ
各
種
競
技
で
入
賞

勝
間
田
高
校

最優秀賞に輝いた測量競技水準の部

尊敬する人
◆「この世で１番尊敬する人は？」

この問いに、「お父さん・お母

さん」と、答えた子どもの割合は、

小学校低学年 ８０％

中学生　　　 ３０％

これは東京都中野区の児童生徒

意識調査の結果です。中学生も３

人に１人は「親」と答えています。

◆ドイツの教育者フルーベルは、

子育ての基本は「手本を示すこと」

と「愛すること」だと言いました。

忙しい今の時代は、ゆっくりと、

子どもに接する機会が少なくなり

がちです。しかし、子を思い努力

する親の姿は、しっかりと子ども

たちの心に響いているはずです。

子どもは親を手本に育ちます。

（教育委員会）

マ

ジャンケン列車。楽しくできました

で
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も

一
生
懸
命
や
っ
た
か
い
が
あ

っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
６
年
生
の
み
ん
な
に
と

っ
て
も
、
と
て
も
い
い
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
が

楽
し
く
仲
良
く
で
き
る
学
校

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

児
童
会
　
丸
尾
華
寿
美

盛
上
　
留
未
　

水
田
　
琴
子

プ
ロ
グ
ラ
ム

①
は
じ
め
の
こ
と
ば
、
②
体

操
、
③
ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
、

④
宝
探
し
、
⑤
借
り
物
リ
レ

ー
、
⑥
う
ず
ま
き
、
⑦
ウ
ェ

ー
ブ
、
⑧
自
由
時
間
、
⑨
体

操
、
⑩
お
わ
り
の
こ
と
ば

７
月
１２
日
、
吉
野
小
学
校

で
は
ス
イ
ス
イ
プ
ー
ル
集
会

を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
、

こ
の
プ
ー
ル
集
会
を
し
よ
う

と
思
っ
た
理
由
は
、
吉
野
小

学
校
の
全
校
児
童
に
プ
ー
ル

を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
学
級
で

話
し
合
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
出
し
合
っ
て
、
決
め
ま

し
た
。
準
備
は
、
児
童
会
で

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
い
つ
も
よ
り
少
し

寒
く
、
雨
も
降
り
始
め
て
大

変
で
し
た
。
で
も
、
児
童
会

が
心
配
し
て
い
た
宝
探
し
や

借
り
物
リ
レ
ー
、
ウ
ェ
ー
ブ

も
無
事
み
ん
な
楽
し
く
笑
顔

６
月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
に
か
け
て
農
業
ク

ラ
ブ
岡
山
県
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
勝
間
田

高
校
の
農
業
ク
ラ
ブ
員

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
代

表
者
が
各
種
大
会
入
賞

を
目
指
し
て
、
放
課
後

や
夏
休
み
に
練
習
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
各
種

大
会
の
レ
ベ
ル
は
高
く

出
場
者
は
わ
ず
か
の
差

で
入
賞
で
き
る
か
で
き

な
い
か
が
決
ま
り
ま

す
。そ

の
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
（
研
究
発
表
）
と
測

量
競
技
水
準
の
部
で
と
も
に

最
優
秀
賞
（
第
１
位
）
、
意

見
発
表
と
情
報
処
理
競
技
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　　大村医院（9：00～17：00）�
　　（38－2058）�
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□自第23回金時祭�
（9：00～　勝央文化ホール・�

勝央図書館周辺）�
【Ｐ17、9月号Ｐ4参照】�

家電リサイクル対象機器（5品目）収集�
（9：00～14：00　総合保健福祉センター駐車場）�
陶芸入門講座⑥（10：00～　公民館）�
□自ファーマーズ朝市＆フリーマーケット�
（9：00～14：00　ノースヴィレッジ）【Ｐ13参照】�

岡山県知事選挙投票日�
（7：00～20：00　町内各投票所）�

�

�

�

目の保護デー　交通安全の日　米の日�

貯蓄の日　家庭の日�

国連の日�

月（MON）�

□自勝央図書館事業おはなし会�
（10：30～11：30　勝央図書館）�

【Ｐ12参照】�

勝央町職員採用試験受付開始�
（～22日　受付場所　総務課）�

【Ｐ19参照】�

埼玉国体秋季大会出場選手壮行式�
（18：00～　公民館）�

�

行政相談週間（～24日）【Ｐ18参照】�

�

�

��

�

�

�

里親デー�

体育の日�

統計の日�

交通安全の日�

火（TUE）�

�

�

◯詳麻しん（受付15：30～16：00�
大村医院）�

◯詳ツベルクリン反応�
（受付13：30～14：00　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

◯詳麻しん・風しん�
（受付14：00～14：30　さとう記念病院）�

◯詳さつまいも掘りと�
石焼きいもを食べよう会①�

（10：10集合　総合保健福祉センター）�

勝央町制施行50周年記念事業・広報紙づくり講習会�
（10：00～12：00　勝央町役場2階会議室）�

痴呆を理解する研修会�
（13：30～15：00　総合保健福祉センター）【Ｐ15参照】�
◯詳さつまいも掘りと�

石焼きいもを食べよう会④�
（10：10集合　総合保健福祉センター）�

愛育委員高取支部会�
（13：30～　高取多目的研修集会所）�

二種混合（勝間田小学校）�

�

�

�

�

原子力の日　十三夜�

水（WED）�

�

第4回勝央ちびっこまつり�
（9：45受付　勤労者体育センター）�

【9月号Ｐ18参照】�

◯詳風しん（受付16：00～16：30�
太平台医院）�

◯詳さつまいも掘りと�
石焼きいもを食べよう会②�

（10：10集合　総合保健福祉センター）�

□自親子遊びの集い�
（10：00～11：30　高齢者福祉センター）�

◯詳麻しん（受付12：30～13：00　小坂田医院）�
□自おはなしたいむ（11：00～11：30　勝央図書館）【Ｐ12参照】�
愛育委員勝間田支部会�

（9：30～　総合保健福祉センター）�
愛育委員植月支部会�
（13：30～　植月コミュニティセンター）�
愛育委員吉野支部会�
（13：30～　吉野コミュニティセンター）�
愛育委員古吉野支部会�
（13：00～　古吉野コミュニティセンター）�

�

国際文通週間�

�

�

読書週間�

木（THU）�

�

岡山県知事選挙告示日�

□自◯詳合同相談�
（10：00～15：00　公民館）�

【折り込みチラシ参照】�

教育相談（10：00～15：00　公民館）�
◯詳乳児健診�
（受付13：00～13：20　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

ブックスタート�
（13：00～　総合保健福祉センター）�

◯詳BCG（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

�

元気になろうやフェスタ�
（10：00～15：30　ノースヴィレッジ）�

【Ｐ19参照】�

◯詳育児相談［2・3・4カ月児］�
（受付10：30～11：30�

高齢者福祉センター）�

□自赤ちゃん広場�
（10：30～11：30　高齢者福祉センター）�

二種混合（植月小学校）�

�

�

�

�

速記記念日�

金（FRI）�

�

岡山県知事選挙期日前投票開始�
（～23日　8：30～２0：00　　　　　　　�

勝央町役場庁舎東側期日前投票所）�

二種混合（古吉野小学校）�

◯詳風しん（受付13：30～14：00�
長尾医院）�

◯詳風しん（受付13：30～14：00�
小林医院）�

第58回勝田郡4町合同短歌会�
（10：00～　総合保健福祉センター）�

�

◯詳三種混合（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

高脂血症予防教室�
（9：00～　総合保健福祉センター）�

�

労働衛生週間　法の日　共同募金�

寒露�

�

�

� �

土（SAT）�

�

勝央町制施行50周年記念式典�
（10：00～12：15　勝央文化ホール）【Ｐ17、9月号Ｐ4参照】�

□自第23回金時祭前日祭�
（12：15～　勝央文化ホール・勝央図書館周辺）�

【Ｐ17、9月号Ｐ4参照】�

□自勝央町制施行50周年記念・勝央美術文学館開館記念�
（「郷土の美術・文学展」、「山陽新聞と写真で見るわが郷土勝央」�

～11/7　勝央美術文学館）【Ｐ13参照】�

□自第1回朗読会�
（15：00～15：30　勝央美術文学館）�

【折り込みチラシ参照】�

埼玉国体秋季大会（埼玉県）【Ｐ6参照】�
勝田郡歴史散策�

（9：00集合　奈義町文化センター）�

植月小学校すもう大会�
（9：00～　植月小学校角土俵）�

◯詳さつまいも掘りと�
石焼きいもを食べよう会③�

（10：10集合　総合保健福祉センター）�

二種混合（吉野小学校）�

31

3

10

17

24

�

4

11

18

25

�

5

12

19

26

�

6

13

20

27

�

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

�

万国郵便連合記念日�

�

霜降　電信電話記念日�

日（SUN）�

2004年�
※変更になる場合がありますのでお問い合わせください。�
　防災無線でもお知らせいたします。�
　勝央町のホームページでも見ることができます。�
□自…誰でも参加・入場できます。◯詳…裏面の詳細をご覧ください。�

当�
当�
番�
医�
医�

　　太平台医院（9：00～17：00）�
　　（38－5775）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小林医院（9：00～17：00）�
　　（38－2008）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

月� 月に納めていただくもの�10

ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp
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日�

�

3

10

17

������31

24

月�

�

4

11

18

25

火�

�

5

12

19

26

水�

�

6

13

20

27

木�

�

7

14

21

28

金�

1

8

15

22

29

土�
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� �高校生と赤ちゃんのふれあい体験�
（10：30～12：00　高齢者福祉センター）�

◯詳三種混合（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

今月の休館日　図書館（　）・美術文学館（　）�

国民健康保険税………５期分� 農業集落排水事業受益者分担金…３期分�

　　　　　　　　　…５期分�介護保険料（普通徴収）�

町　県　民　税………３期分� 下水道受益者負担金…３期分�

※10月に納めていただく税などは　�
　　　　　　11月1日が納期限です�

おかやま教育の日　教育文化週間　灯台記念日�

�

11/1 �

�

11/2 文化の日�

�
�
�

第31回中国なぎなた選手権大会�
第32回岡山県なぎなた選手権大会�

（9：30～　勝央中学校）�

健康づくりフェスティバル�
（9：00開会　総合保健福祉センター）�

【折り込みチラシ参照】�

11/3 �

�

11/4

当�
当�
番�
医�
医�

　　長尾医院（9：00～17：00）�
　　（38－6565）�



月　保健・行事などの詳しい内容�
～カレンダーに◯詳マークがあるものの内容です～�

保�健�
予
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接
種
に
つ
い
て
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お
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せ
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さ
い
。�

38
局�

行�事�

�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　…3116

（町施設）�
　勝央町役場�
　　総務課（代表兼）………3111�
　　産業課…………………3112�
　　建設課…………………3113�
　　税務課…………………3114�
　　町民課（国保係）………3115�
　　町民課（戸籍住民係・年金係）�
　　下水道課………………3117�
　　下水処理場……………5519�
　　出納室…………………1751�
　　議会事務局……………1754�
　　総合保健福祉センター（福祉課・環境保健課）�
　　　　　　　　　　　…7102�
　　長尾山斎場……………3820�
　　水道課…………………5522�
　勝央町教育委員会�
　　学事課…………………1752�
　　社会教育課……………1753�
　　公民館…………………2580�
　　植月コミュニティセンター…5991�
　　吉野コミュニティセンター…5974�
　　古吉野コミュニティセンター…5373�
　　高取多目的研修集会所…5119�
　　勝央美術文学館………0270�
　　勝央図書館……………0250�
　　勤労者体育センター…5471�
（保育園）�
　勝間田保育園……………2179�
　植月保育園………………2366�
　吉野保育園………………5025�
　古吉野保育園……………2838�
　高取保育園………………2655�
（学校）�
　勝間田小学校……………3188�
　植月小学校………………2313�
　吉野小学校………………2821�
　古吉野小学校……………2343�
　勝央中学校………………3148�
　勝間田高校………………3168�
（ＪＡ勝英）�
　勝央主幹支店……………3131�
　勝間田支店………………3158�
　植月支店…………………4211�
　吉野支店…………………5155�
　古吉野支店………………5148�
　高取支店…………………4165�
　経済課みどり……………3162�
（郵便局）�
　勝央郵便局………………2000�
　植月郵便局………………2300�
　豊久田簡易郵便局………3263�
　石生郵便局………………2330�
　黒坂簡易郵便局…………3533�
（その他）�
　高齢者事業団……………3111�
　社会福祉協議会…………2160�
　勝間田交番………………2666�
　石生駐在所………………5427�
　商工会……………………2500�
　森林組合…………………2178�
　し尿処理場………………2209�
　勝央清掃…………………2271�
　ノースヴィレッジ………1234�
　勝英農業共済組合………1240�
　河原ライスセンター……2475�
　勝央福祉会（勝央苑）……1880�
　南光荘……………………2171�
　勝田郡地域生活支援センター「虹」…0161

三種混合�
�実施日�
�対象児�

麻しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

風しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

乳児健診�
�実施日�
�対象児�
�持参物�

ツベルクリン反応�
�実施日�
�対象児�

BCG�
�実施日�
�対象児�

育児相談�
�実施日�
�対象児�
�内　容�

�
1日、29日�
3カ月～7歳6カ月�

�
12日、19日、27日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
13日、15日、19日、25日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
14日�
平成16年2・3・4月生まれ�
母子手帳、健康診査票、生活記録票、育児アンケート�

�
19日�
4歳未満�

�
21日�
4歳未満�

�
28日�
平成16年5・6・7月生まれ�
身体測定、離乳食の準備、赤ちゃん遊び�

合同相談�
�実施日�
�内　容�
�申　込�
�
�相談時間�

さつまいも掘りと石焼きいもを食べよう会�
（金時ハウスと親子ふれあい交流会）�
�実施日�
�対象者�
�会　費�
�持参物�
�申　込�

�
14日�
法律、行政、人権、戸籍、交通事故、福祉、その他に関する相談�
勝央町役場町民課（�38－3116）�
※弁護士、岡山県交通事故相談所への相談は予約制となっています。�
原則として1人30分以内�

�
�
19日、20日、22日、26日�
保育園入園前の子ども�
親子1組　100円�
お茶、着替え、掘る道具、タオル�
2日前までに勝央町役場環境保健課（�38－7102）�

１０月の�ミ�ニ�情�報�
寒露（かんろ）…旧暦では9月節。冷気を増し、露が霜に変わる頃。（10／8）�
霜降（そうこう）…旧暦では9月中。霜が降り、冬の近づくのが感じられる頃。�
　　 　　　　　（10／23）�

体育の日【国民の祝日】…スポーツに親しみ、健康な心身をつちかう日。�
　　　　 　　　　　　（10／11）�




